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2018年 5月 29日 (火 )
13:30 ～16:15
日林協会館 大会議室
東京都千代田区六番町７

日時

お問い合わせ：日本森林学会事務局
TEL/FAX 03-3261-2766  office@foresrty.jp

木曽伐木運材図会

林業遺産の選定と地域への効果
柿内久弥（国際農林水産業研究センター）

林業遺産への行政側からの期待
今泉裕治（林野庁森林利用課）

林業遺産のこれまでの取り組みと成果
佐藤宣子（九州大学）

講演

入場無料・申込不要

場所

パネルディスカッション

柴崎茂光（国立歴史民俗博物館）
コーディネーター

佐藤宣子・今泉裕治・柿内久弥（講演者）
パネリスト

八巻一成（森林総合研究所）
コメンテーター

（敬称略）

（敬称略）



日本森林学会公開シンポジウム

「林業遺産への期待と課題」

日 時 2018年5月29日（火）13:30～16:15
場 所 東京都千代田区六番町７ 日林協会館３階 大会議室

主 催 一般社団法人日本森林学会

趣旨

日本森林学会は、2013年度に学会100周年を契機として、日本各地の林業発展

の歴史を将来にわたって記憶・記録していくための試みとして「林業遺産」選定

事業を始めました。それから５年目を迎えた今、３名の報告者と１名のコメン

テータをお迎えし、これまでの「林業遺産」選定の成果を振り返るとともに、今

後の方向性について議論したいと思います。

プログラム

（司会進行：堀靖人）

13:30～13:40 主催者挨拶 会長 中村太士（北海道大学）
趣旨説明 総務理事 堀 靖人（森林総合研究所）

13:40～14:10 講演１：林業遺産のこれまでの取り組みと成果
佐藤宣子氏（九州大学）

14:10～14:40 講演２：林業遺産への行政側からの期待
今泉裕治氏（林野庁森林利用課）

14:40～15:10 講演３：林業遺産の選定と地域への効果
柿内久弥氏（国際農林水産業研究センター）

15:10～15:20 休憩

15:20～15:30 コメント 八巻一成氏（森林総合研究所）

15:30～16:10 パネルディスカッション
コーディネーター：柴崎茂光氏（国立歴史民俗博物館）

16:10～16:15 閉会挨拶 副会長 黒田慶子（神戸大学）
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